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所
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､
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に
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著
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と
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摘
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近
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摘
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叙
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え
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蜜
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え
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著
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す
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史
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述
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櫨
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あ
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さ
れ
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収
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す
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ら
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述
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す
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れ
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ア
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手
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僅
少
､
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形
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明
確
に
班
げ

ら
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ヴ
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の
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究
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L
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伴
う
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来
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イ
ラ
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諸
語
､
近
代

イ
ラ
ン
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研
究
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盛
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に
な
っ
た
か
た
わ
ら
､
イ
ラ
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聾
者
の
注
意
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依
然
と

し
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ア
ブ

エ
ス
タ
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離

れ
ず
､
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の
成
果
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修
正
し
っ
つ
､
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び
ヴ

ュ
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め
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れ
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G
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､
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･
ヴ
ュ
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〆
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.
V
a
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y
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の
関
係
を
､
比
較
研
究

す
る
こ
と
の
必
要
を
示
度
し
て
い
る
O
後
者

(
p
.
)6
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に
つ
い
て
は
'
そ
の
ア
ブ

エ
ス
タ
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
全

て
の個
所
を

詳
し
-
検
討
し
'
意
毅
の
上
か
ら
見
て
､
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･
.
Lin
d
e
n
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腐
す
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い
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｡
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根
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階
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し
て
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､
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適
切
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決
が
兄
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さ
れ
て
い
な
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の
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論
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d
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e
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､
Q
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寛
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ら
襲
見
さ

れ
た
'
明
暗
二
重
に
脚
す
る
小

文
啓
の
数
鶴
と
'
ガ
-
サ
ー
の
詮
-
純
粋
の
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
そ
れ
と
の
相

違
を
指
摘
し
'
前
者
の
起

源
を
む
し
ろ
ゼ
ル
グ
ア
ニ
ス
ム
忙
求

め
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す
る

H
.
M
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U
D
(
V
e
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s
T
e
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m
e
n
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m
,
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蔚
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イ
ラ
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叡

鮎
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謹
し
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い
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O
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に
､
R
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.
Z
A
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E
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A
b
ロ
Y
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芯
m
I
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sla
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m
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､

ス

ー

フ
ィ

ズ
ム
の
黄

金
時
代
を

代
表
す
る
1
<
'

ビ
ス
タ
ー
ム
の

ア
ブ
-
･
ヤ
ジ
ー
ド
が
､
そ
の
師

A
b
P
.A
ご
a
l
S
in
d
i
(
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
か
ら
の
改
宗
者
或
い
は

改
宗
者

の
息

チ

)
を
通
じ
'
自

ら
はそ
れ
と
意
識
せ
ず
に
､
ウ
.ハ
二
･b
ヤ
ツ
ド
に
現
わ
れ
た

ダ

エ
ー
ダ
ー
ン
ク
の
板
本
数
轟
を
聴
取
し
､
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に

一

元数
的
神
秘

圭
幾
を
導
入
し
た
と
推
定
し
､
そ
の
最
も
有
力
な
讃
嬢
を
､
チ
ャ
ー
ン
ド
-
〆

ヤ
の
大
路
語

ta
t
tv
a
m

a
si
｢汝
は
そ
れ
な
り
｣
(V
1.
8
-
)6
)
な
ら
び
に
ブ

リ
ハ
ッ
ド

･
ア
-
ラ
ヌ
ヤ
カ
に
見
え
る
蛇
の
脱
皮
の
比
倫

(lV
.
4
.
7
)

お
よ

び

ay
a
m

a
smi

｢
わ
れ
は
そ
れ
な
-
｣
(ib
.)2
)
に

1
致
す
る
語

句
が
T
T

七
六

ブ
-

･
ヤ
ジ
ー
ド
に
舶
せ
ら
れ
る
譜
銀
中

に見
出
さ
れ
る
番
資
に
求
め
､
な
お

傍
詮
と
し
て
'
カ
タ
'
シ
ュ
ヴ

ュ
ー
ク
ー

シュ
プ
ア
ぞ
フ
お
よ
び
ギ
ー
ク
ー
の

語
句
を
援
用
し
て
い
る
0
ス
1
7
ィ
'r(
人
の
研
究
に
ま
で
及
び
か
ね
る
イ
ン
ド

聾
者
に
と
-
'
ヴ

ュ
ー
ダ
ー
ン
ク
思
想
が
九
世
紀

に
隣
域
の
紳
越
生
額
に
か
よ

ぽ
し
た
影
哲
を
知
-
得
る
こ
と
は
甚
だ
興
味
が
あ
る
.

智
評

に
あ
て
ら
れ
た
ペ
ー
ジ
は
比
較
的
に
少
-
tH
I
B
BRG昌
‥Zw
e
i
P
rob.

1em
e

d
er
m
i･
L
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tle
h
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(p
.
)00
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M
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0
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(p.
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M
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M
AyR
E
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J.N
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‥

U
dray
a
つa}
K
6n
ig
v
o
n
R
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(p
.
312-
3
14
,
by
J.
W
.
D
Eこ
0岩
)

お
よ
び

HI
H
i
til
El
:
K
arm
avacana
(p.
3)5-3)7
.
b
y
W

.
CotTVRfrU
)()

の
四
啓
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
.
し

か
し
い
ず
れ
も
単
な
る
紹
介
に
と
ど
ず
り

ず
'
詳
細
な
批
判
を
加
え
て
す
こ
ぶ
る
有
益
で
あ
る
｡
こ
の
種
の
暫
評
が
き
り

忙
槍
加
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望
す
る
｡
〔辻

直
四
郎

〕

S
.
V
ai
y

a
c

u
ri
P
]LLAT:H
is
to
r
y

O
f

T

a
m
it

L
an
ga
g
e

an
d
L
iterat
u
r
e
.
】胃

a
d
r
a
s
t956.

x
v
i
+
2
0
8
p
.

南
イ
ン
ド
す
な
わ
ち
デ
カ
ン
高
原
以
南
の
地
方
は
､
政
治
史
の
上
か
ら
見
て

も
'
鉦

に
早
-
よ
-
北
イ
ン
ド
と
は
動
き
を
典
に
し
た
諸
王
朝
の
交
替
が
あ
っ

た
｡
ま
た
､
文
化
史
的
に
見
て
も
'
7
-
リ
ヤ
文
化
が
北
イ
ン
ド
か
ら
漸
次
浸

透
し
た
後
に
も
､
古
く
か
ら
こ
の
地
方
に
住
ん
で
拓
白
の
文

化
を
も
っ
た
ド
ラ



デ
ィ
〆
族
の
文
化
が
常
に
な
ん
ら
か
の
形
で
表
面
に
現
わ
れ
て
'
北
イ
ン

ド
と

は
異
な
っ
た
様
相
を
量
し
て
き
た
.
就
中
､
二
千
年
の
歴
史
を
も
つ
タ
ミ

ル
語

と
そ
の
文
化
が
南
イ
ン
ド
の
文
化
史
に
果
し
た
役
割
は
多
き
い
.
例
え
ば
､
イ

ン
ド
思
想
史
を
論
ず
る

場
合
に

b
h
a
kti
(誠
信
)
は
極
め
て
重
大
な
練
題
で

あ
る
こ
と
は
い
ま
さ
ら
に
言

う
ま
で
も
な
い
が
T
b
h
ak
ti
の
研
究
に
関
し
て

タ
､･､
ル
･
ジ
グ
T
波
の
思
想
を
無
税
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
｡
ま
た
､
こ
の
派

の
タ
･"
ル
語
文
献
に
つ
い
て
は
'
M
a
d
ra
s
T
h
e
S
o
u
th
In
d
ia
S
a
iv
a

S
id
･

d
h
a
n
ta
W
o
rk
s
P
u
b
tish
in
g
S
o
ciety
の
C
atalogue
を
見

て
も
､
そ
の

丑
の
多
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る

が
'
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
､
殆
ん
ど
紹
介

さ
れ
て
い
な
い
の
が
焚
状
で
あ
る
｡
特
に
､
わ
が
イ
ン
ド
畢
界
に
於
い
て
は
､

南
イ
ン
ド
の
研
究
､
タ
･､､
ル
語
と
そ
の

文化
に
封
す
る

踊
心
は
殆
ん
ど
皆
撫
と

言

っ
て

も
､
過
言
で
は
な
い
情
況
に
あ
る
.
こ
れ
は
今
日
ま
で
の
わ
が
イ
ン
ド

嬰
の
主
流
が
そ
の
進
路
と
方
向
を
典
に
し
て
い
た
こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
､
Jpi
た

1
両
に
於
い
て
こ
の
方
両
の
資
料
の
入
辛

困

難
と
い
う
こ
と
に
も
'
大
き
な
原
因
の
あ
っ
た
こ
と
を
説
め
ね
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
｡
例
え
ば
､
タ
,･､
ル
語
に
醐
心
を
も
つ
研
究
者
が
､
そ
の
文
法
哲
と

し
て

M
幻n
E
.P
.:In
tro
d
u
ctio
n
a
u
T
a
m
o
u
l,
P
a
ris
L94
5
1
あ
る
い
は

メ

A
R
D
E
N
,
A
.
H
.:
A

P
rogressive
G
ra
m
m
a
r

of
C
om
m
o
n
T
a
m
il.

4
th
ed.re
v
山sed
b
y
A
.C
.

C
layton.
M
adras
19
3
4.
を
幸
に
入

手
し

た

と
し
で
も
'
そ
の
後
の
研
究
文
献
の

入
手
は
ま

ず
不
可
能
で
あ
っ
た
｡

B
AR
N
S:ll
.
L
.
D
.a
n
d
G
.U
.P
o
p
E
‥
C
a
ta
lo
g
u
e
o
f
th
e
T
a
m
il
B
o
o
k
s

in

the
L
ibrary
of
the
B
ritish
M
useum,
O
xford
190
9･
B
I
R
ZqEll,

L
.
D
.
:A
Su
p

plem
e
n
ta
ry

C
at.
o
f
th
e
T
am
itB
ooks.
Lo
n
d
o

n
1932.

を
披
い

て
'
そ
の
文
献
の
把
富
な
の
に
獲

輿
し
っ
つ
も

'
如
何
と
も

な
し
え
な

か
っ
た
し
'
ま
た

L
E
ll
.
S
.:
O
n
M
a
づ
im
e
k
h
a
la
"
T
h
e
g
u
a
rd
ia
n

批
評
と
紹
介

(
岩

本
)

d
e
ity

o
f
th
e

s

ea
｡

(Tnd
ia
n

H
istoric
al
Q
uarte
r]y
〉
V
TT)
)93r

p
p
.
173
-
5
)
や
同

じ
-

M
o
re
o
n

M
aD
im
e
khata
(lb
id
1.
p
p
･
37
1･6)

を
研
ん

で
こ
の
方
面
に
興
味
を
殴
ら
れ
て
も
､
ぞ

､､
ル
文
献
の
梗

概
啓
な
い
し

は
タ
,､､
ル
文
革
史
さ
え
も
得
ら
れ
な
い
と
い
う
憾
が
あ

っ
た
.

F
B
i
2lE
R
,R
･

C
.:
L
ite
ra
ry
H
isto
ry
o
f
In
d
ia
や

G
I
A
S買
A
P
P
,
H
･
V
･:
D
ie
L
itera
l

turen
lndiens
の
ど
と
き
イ
ン
ド
文
革
史

概
詮
哲
に
見
ら

れ
る
タ
,,､
ル
文
畢

概
説
も
､

到
底
わ
れ
わ
れ
の
渇
望
を
満
た
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
o
こ
の
意
味

に
於
い
て
､
S
.V
.
P
n
L
己
教
授
の
こ
の
皮
の
著
者
は
少
-
と
も
わ
れ
わ
れ
の

渇
望
の
一
端
を
満

た
す
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

著
者

S
.V
.
P
n
L
At
教
授

(
(2
,O
ct.二
8
9
T
17
.
F
eb..
(956)
は
マ
+j･

ラ
ス
大
草
で
法
律
を
修
め
た
が
､
母
語
そ
､､
ル
語

の
研
究

に
志
ざ
し
'
生
涯
に

於
い
て
十
五
射
以
上
の
ぞ
､､
ル
語
研
究
啓
を
額
表
し
'
約
四
十
位
の
原
典
出
版

を
行
っ
た
今
世
紀
第

1
の
ぞ
､､
ル
語
草
者
で
あ
る
0
タ
ミ
ル
語
研
究
史
上
の
金

字
塔
で
あ
る

マ
ド
ラ
ス
大
拳
の

T
a
m
ニ
L
ex
ico
n
.6
v
o
ls
,in
･4
,C
V
I3
944

p
a
g
es
〉M
a
d
ra
s
1924
-3
6
.
の
完
成

に
専
念
し
､
1
九
二
六
年
よ
-

三
六
年

に

至

る
ま
で
は
そ
の

編
纂

主
任
で
あ
っ
た
O
僅
か
に
十
飴
年
の
歳
月
で
こ
の
金

字
塔
が
完
成
し
た
に
つ
い
て
は
､
教
授
の
異
教
な
努
力
と
非
常
な
畢
瓢
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
｡
三
六
年
'
迎
え
ら
れ
て
マ
ド
ラ
ス
大
挙
タ
ミ
ル
語
部
の
部
長

と
な
-
'
十
年
間
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
.
障
退
後
､
･L
ラ
グ
ア
ン
コ
ー
ル
大
挙

に
招
碑
さ
れ
､
五

1
年
か
ら
五
三
年
に
至
る
三
ケ
年
間
タ
",
ル
語
の
主
任
教
授

で
あ
っ
た
が
'
五
六
年
二
月
に
惜
し
-
も
長
逝
し
た
.
従
っ
て
､
教
授
は
生
涯

を
そ
､､
ル
語
研
究
に
捧
げ
た
の
で
あ
-
'
こ
の
意
味
に
於
い
て
本
哲
は
小
筋
子

な
が
ら
も
教
授
の
生
涯
を
か
け
て
の
研
究
の
絶
決
井
と
も
い
う
べ
き
啓
で
あ

-
'
そ
れ
だ
け
に
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
こ
こ
に
信
耕
し
え
ら
れ
る
タ
,"
ル
文

畢
史
綱
要
が
こ
の
雷
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

七
七



批
評
と
紹
介

(岩

本
)

き
て
､
本
書
は
二
部
に
分
た
れ
､
第

1
部

(p
p
.
)
-
4
6
)
は
西
暦

1
世
紀
か

ら
三
〇
〇
年
に
至
る
ま
で
の
タ
",
ル
語

と
そ

の
文

嬰

を

塀
扱

い
､
第

二
部

(p
p
.
47-
16
7
)
は
四
世
紀
か
ら
十

1
世
紀
初
某
に
至
る
タ
,､､
ル
文
畢
史
を
問

題
とす
る
｡
ま
ず
タ
ミ
ル
語
の
合
成
的
な
性
格
を
論
じ
､
そ
の
古
き
を
言
語
拳

的

･
文
献
的
見
地
か
ら
考
察
し
て
'
サ
ン
ガ
ム
の
文
筆
は
西
暦
二
世
紀
に
勃
興

し
'
そ
の
後
約
三
世
紀
竺
且
っ
て
栄
え
た

旨
を
述
べ
る
.
そ
の
論
否
に
あ
た
っ

て
引
用
す
る
関
係
の
資
料
の
塀
扱
い
は
極
め
て
焼
玉
で
あ
-
'
そ
の
結
論
は
極

め
て
穏
健
で
あ
る
.
つ
い
で
'
最
も
初
期
の
文
字
作
品
で
あ
る
名
詩
選
集

E
t･

tu
to
g
a
i

の
八
続
に
つ
い
て
概
説
す
る
と
と
も
に
そ
の
相
互
の
比
較
年
代
を
汝

定

'
さ
ら
に
十
節

の
牧
歌
柴

P
a
ttu
p
a
ttu

の
内
容
を
槍
討
し
'
そ
の
比
較
年

代
を
論
讃
す
る
.
初
期
サ
ン
ガ
ム
期
の
詩
人
お
よ
び
詩
語
の
名
を
額
げ
る
と
と

も
に
､
潜
時
の
タ
,､､
ル
文
拳

の
中
に
ヴ

ュ
ー
〆

の
宗
教
の
影
韓
を
指
摘
し
､
ま

た
併
教
の
投
瀞
を
跡
づ
け
る
｡
最
後
に
'
こ
れ
ら
の
詞
牽
非
の
文
化
史
的
意
薬

を
述
べ
て
'
第

1
部
は
終
る
.

第
二
部
は
五
茸
に
分
た
れ
､
第

一
章
は
西
暦
三

〇
〇
年
か
ら

一
〇
〇
〇
年

に

至
る
間
の
詞
華
錨
を
評
詮
し
､
四
七
〇
年
に
グ
丁
ジ

ラ
ナ
ン
デ
ィ

V
ajrana
n
di

の
指
呼
の
下
に

M
a
d
u
ra
i
に
設
立

さ
れ
た
D
ra
m
ita

San
gh

aが
タ
,"ル
語

お
よ
び
タ
ミ
ル
文
筆
の
歴
史
に
於
い
て
第

1
の
重
要
性

を
も
つ
事
件
で
あ
る
と

し
'
そ
の
作
品
に
於
け
る
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
影
啓
を
重
視
す
る
｡
串
焚
'
そ

､､
ル

語
地
域
に
謝
す
る
限
-
'
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
は
文
化
の
拳
闘
の
展
の
使
徒
で
あ
-
､

し
か
も
虫
に
注
意
す
べ
き
は
'
彼
等
は
ま
ず
民
衆
と
接
触
L
t
民
衆
の
傾
向
に

適
合
し
､
達
に
は
文
拳
的

･
文
化
的
活
動
に
於
い
て
指
導
的
役
刷
を
果
し
た
の

で
あ
っ
た

(
cf
.
W
首
1X;R
ヨ
1
2;,

M
.:
H
isto
ry

o
f
In
d
ia
n

L
ite
ra
tu
re
,

V
O
I.(Ⅰ
,p
.
4
7
5
;

R
A
p
sozy,E
.
I.
:
A
n
cien
ニ

n
d
ia
.
p
.
66
).
第
二
章
は

文

法
告
に
つ
い
て
論
ず
る
｡
特
に
タ
､､､
ル
語
文
法
で
現
存
す

る

最

古

の
も

の

七
八

T
olkapp;y
am

につ
い
て
許
し
-
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
'
著
者

T
o
T

k

apiyyar
は
西

暦五
世
紀
後
年
の
出
と
推
定
す
る
｡
T
olk
a
p
p
iy
a
r
が
標

準

語
と
す
る
S
e
コ

T
a
m
il
は

M
a
d
u
ra
i
市
を
中
心
と

す
る
言
語
で
あ
り
､
既

に
常
時
十

二
の方
言
の
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
｡
第
三
奇

(p
p
.
7
8-
99)
は

金
言

･
警
句
の
集
銭
に
つ
い
て
諭
ず
る
が
､
こ
こ
で
最
も
重
葵

な
作

品
は
既
に

P
o
p
e:.
G
.
U
.:
T
h
e
S
acred
K
u
rra
l
o
f
T
iru
v
a
llu
v
a
･N
a
y
a
n
a
r.
L
o
n
･

d

o
n

1886
.に
よ
っ
て
歓
米

の
畢
界
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
金
言
娼

K
u
rra
l
で

あ
る
.

こ
の
作
品
は
人
生
の
三
日
的

(d
h
a
rm
a
,
k
a
m
a
.
a
rth
a)
を
テ
ー
マ

と
す
る

1
三
三
〇
講
の
短
句
の
英
銀

で
､
カ
ー
マ
･
ス
ー
ト
ラ
な
ど
の
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
作
品

と
関
聯
す
る
と
こ
ろ
が
多
-
'
し
か
も
初
期
の
サ
ン
ガ
ム
作
品

あ
る
い
は

T
o
tk
A
p
p
ia
rn
に
比
べ
て
､
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
起

源
の
卑
語
が

増
加
し
て
い
る
銘
が
注
意
さ
れ
る
｡
さ
ら
に
'

タ
,,,
ル
語
史
の
上
か
ら
見
て
極

め
て
注
目
す
べ
き
現
象
は
新
し
い
磯
能
を
も
つ
語
尾
'
接
尾
辞
が
こ
の
作
品
に

初
め
て
登
坂
す
る
｡
例
え
ば
､
枚
数
を
示
す
濃
尾
辞

g
a
!
現
在
時
柄
を
示
す
挿

入
辞

抄
n
in
rru
n
l
人
柄
未
来
単
数
を
現
わ
す
語
尾

･a
n
な
ど
そ
れ
で
あ
る
0

作
者

Va
H
u
v
a
r
の
年
代
と
し
て
六
〇
〇
年
興
と
す

る
｡
V
a
!lu
v
a
r
に
よ
っ

て
刺
戟
さ

れ
て
'
一
聯
の
同
系
作
品
が

現
わ
れ
た
が
､
こ
れ

ら
は
タ

､･､
ル
文

畢
史
に
於
い
て

K
i〓
〈･K
a
D
a
k
k
u
と
稀
せ
ら
れ
る
が
t
P
o
p
s
.
G
.
U
.:
T
h
e

N
LE
a
diya
r
o
r
th
e
Fo
u
r
H
un
dred
Q
u
a
tra
in
s
in
T
a
m
iL
w
ith
Zn
tro
d
u

c･

一io
n

,T
r
a
n
s
一a
tio
n

a
n
d
N

o
te
s.

忙よ
っ
て
知
ら
れ
る

N
a
)ad
i
N
a
n
d
rru

も
そ
の

一
つ
で
あ

る
｡

第
四
章
は
.ハ
ク
テ
ィ
遊
動
と
そ
の
タ
ミ
ル
文
拳
史
に
於
け
る
忠
銭
を
詳
述
す

ら
.
す
な
わ
ち
'
K
u
rra
)
が
世
に
現
わ
れ
た
頃
か
ら
'
タ
,"
ル
語
地
域
に
於
い

て
宗
教
界
に
無
血
の
革
命
が
進
行
し
て
い
っ
た
｡
そ
れ
は
ヒ
ソ
ド
ゥ
数

の
波
及

に
よ
る
も

ので
､
こ
の
挺
選
に
於
い
て
は
プ
ラ
-
ナ
文
献
の
神
話

･
倖
詮
が
主



罫
な
動
力
と
な

っ
た
O
そ
し
て
'
そ
の
神
話

･
俸
詮
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
が
強
く

信
奉
さ
れ
､
そ
こ
に
示
さ
れ
る
極
め
て
突
飛
な
奇
跡
に
勤
し
で
さ
え
稚
封
的
な

信
仰
が
次
第
に
坊

ま
っ
た
.
こ
れ
が
.ハ
ク
テ
ィ
遊
動

の
起
源
と
な

っ
た
O
か
-

て
'
六
世
紀
は
.I,
ク
テ
ィ
遊
動
の
老
展
期
と
な
-
'
ま
ず
二
大
叙
事
詩

マ
ハ
-

.ハ
-
テ
ク
お
よ
び
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
が
タ
",
ル
語
に
訊
課
さ
れ
た
｡
爾
後
､
数
多

-
の
詩
人
が

出
て
.ハ
ク
テ
ィ
運
動
の
展
開
に
寄
輿
し
た
が
'
七
世
紀
の
初
め
に

'(
ッ
ラ
グ

ァ
朝
に
マ
へ
-
ソ
ド
ラ
グ

ァ
ル

マ
ン
王
が
出
て
ジ
グ
ダ

T
波
の
信

徒

と
な
り
へ
シ
ヴ

ァ
沢
の
外
謹
者
と
な

っ
た
彼

は
'
シ
ヴ

ァ
波
の
信
仰
が
主
導
権

を
凝
る
に
至
っ
た
｡
そ
し
て
'
T
iru
･n
a
v
u
k
k
a
ra
su
(A
p
p
a
ru
ま
た
は

V
a
･

g
叫Sa
と
も
い
う
)
､
T
iru
g
n
a
na
Sa
m
b
a
n
d
ar.
S
u
n
d
a
ra
m
urth
i-n
a
y
a
n
a
r

の
三
大
互
匠
の
ほ
か

に
'
女
流
詩
<
K
a
ra
ik
･k
a
l
Am
m

aiyar
な
ど

が
シヴ

ァ
秤
に
封
す
る
熱
烈
な
誠
信
を
泳

っ
た
｡
P
o
pE.GIU
.:
T
h
e
T
iru
V
苫
a
g
a
m

o
r
.
Sacre
d
U
u
e
ra
n
ce
s
.
o
f
th
e

T
am
ilP
o
et.Sa
i
n

t
and
SageM
a･

pikka･V
5召
gar.O
x
fo
rd

19
00.
で
知
ら
れ

て
い

る
M
晋
ik
kav
獣
a
g
a
r

は
､
こ
う
し
た
ジ
グ
丁
秤
の
バ
ク
テ
ィ
遊
動
の
栄
え
た
時
期

の
末

期

に
あ

た

-
'
大
鰻
に
於
い
て
九
世
紀
の
後
年
の
出
で
あ
る
｡
彼
の

T
iru
v
款
a
gam
紘

六
五
四
頚

の
詩
か
ら
成
-
､
偉
大
な
精
神
の
深
奥
か
ら
逃
-
で
た
原
敬
重
言
菜

は
改
む
人
の
心
を
喜
悦
で
溢
れ
さ
せ
､
そ
の
中
に
救
済
さ
れ
た
者
の
輩
が
聴
か

れ
る
と
い
う
.
シ
ヴ

ァ
渡
の
.ハ
ク
テ
ィ
崇
弄
よ
-
少
し
遅
れ
て
グ
ィ
y
ユ
ヌ
波

の
そ
れ
が
掩
頭
し
た
が
､
こ
れ
は
七
〇
〇
年
か
ら
九
〇
〇
年
に
亘
っ
て
栄
え
た

Al
v
a
r
達
に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
て
い

る
.著
者
は
こ
の

A
tva
r
に
舶
し
て
詳
逃
し

(p
p
.
1
16
-13
3
)
'わ
れ
わ
れ
に
新
ら
し
い
知
見
と
発
電
な
資
料
を
提
供
す
る
｡

最
後
の
第
五
茸
は
世
俗
文
拳
を
テ
ー
マ
と
す
る
.
第
三
の
政
事
詩
と
い
わ
れ

る

『
ブ
リ
ハ
ッ
･L
･
カ
タ
-
』
の
タ
ミ
ル
俸
承
本

P
e
ru
h
g
a
d
a
i
は
八
世
紀
後

年
以
後
に
屈
す
る
が
'
美
し
い
措
辞
'流
暢
な
ス
タ

イ
ル'
満
々
た
る
語
調
は
､

批
評
と
紹
介

(
岩

本
)

こ

の
作
品
を
タ
,"
ル
文
拳
の
最
高
位
に
か
く

に
値
す
る
と
い
う
.
つ
い
で
､
タ

･､､
ル
語
地
域
の
物
語
お
よ
び
事
件
を
テ
ー
マ
と
す
る
文
妊
作
品
が
あ
ら
わ
れ
る

忙
至
っ
た
が
t
S
ita
p
p
a
d
lk
a
ra
m

は
そ
の
初
期

の
作

品

で
あ

る
O
作
者
を

)!a
n
g
o
と
言
い
'
そ
の
友

人
5a
tta
n
a
r
が

M
a
つ
im
e
k
a
la
i
を
雷
き
､
こ
の

両

署は
｢壁
生
見
｣
と
い
わ
れ

る
0
前
者
の
女

主
人
公
K
an
na
g
i
を
捨
て
た

夫

K
6
v
a
la
n
が
遊
女
上
-
の
賓
に
生
ま
せ
た
娘
が

M
a
rl
irnek
a
lai
で
'
後

者
は
俳
数

の
尼僧
と
し
て
の
彼
女

の
生
涯
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
｡
こ
の
意
味

で
､
M
a
p
im
e
k
a
la
i
は
タ
､､､
ル
文
字
に
於
け
る
唯

一
の
現
存
の
併
散

文
拳

と

し
て
注

目
さ
れ
る
｡
著
者
は
こ
の
両

作
品の
成
立
年
代
に
つ
い
て
詳
細

に
論

じ
､
前
者
を
九
世
紀
中
英
に
作
ら
れ
た
も
の
と
し
､
後
者
は
そ
れ
よ
-
早
い
成

立
と
す
る
｡

附
銀
と
し
て
､
前
述
の

M

aDim
eka)ai
の
物
語
の
梗
概
が
述
べ
ら
れ
'
索

引
と

T
a
mi

t
G
lo
ssa
ry
が

載
せ
ら
れ
る
.
T
a
m
il
G
lo
ssa
ry
は
索
引
に
挙

げ
ら
れ

た
固
有
名
詞

の主
要
な
も
の
を
タ
､､､
ル
文
字
に

て記
し
て
い
る
.

本
哲
を
通
讃
し
て
ま
ず
第

1
に
感
ず
る
こ
と
は
､
著
者
の
見
解
の
穏
健
適
正

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
イ
ン
ド

の
聾
者
に
よ
-
見
ら
れ
る
傾
向
､
す
な
わ
ち
'

殊
更
に
年

代
を
古
く
し
よ
う

と
す
る
傾
向
は
全
-
見
ら
れ
ず
､
内
外
の
資
料
を

渉
猟
し
て
そ
の
論
述
の
基
礎
を
固
め
て
い
る
｡
わ
れ
わ
れ
は
鼓
に
始
め
て
信
祝

し
う
る
タ
",
ル
文
筆
史
を
え
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
.
た

だ
残
念
な

の

は
'
小
筋
子
で
あ
る
た
め
か
引
用
句
の
な
い
こ
と
で
'
タ
､､､
ル
族
の
天
才
の
餐

苗
と
さ
れ
る

T
o
)k
a
p
iy
a
m
.
K
u
rra
l,
帥
ila
p
p
a
d
ik
a
ra
m

あ
る
い
は

T
iru
･

V
款
a
g
a
m

の
ど

と
き
作
品
の
抜
葦
が
'
そ
れ
ら
の
作
品
と
そ
の
言
語

の
研
究

に
生
涯
を
搾
げ
た
'
し
か
も

ヨ
ー
ロ
ッ
.ハ
の
文
献
準
の
知
紙
を
も
っ
た
新
著

S
.

V
.
P
LL
Z.A
l
教
授
に
よ
っ
て
な
さ
れ
､
本
啓
に
搬
せ
ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
へ
わ

れ
わ

れ
は
ど
れ
だ
け
塞

さ
れ
た
か
判
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡
〔岩
本

裕
〕

七
九
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独
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②
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設
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磯
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西
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草
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詮
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京
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大
畢
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授
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照
夫

氏｡昏
す
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者
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百
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え
た
｡
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西
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た
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一
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拶
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｣
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イ
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催
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年
記
念
成
典
の
席
上
'｢
ソ
印
文
化
交
流
協
骨
｣
の
設
立
が
蛍
起
人
代
表

エ
ヌ
･
べ
-
･
チ
テ
ン

(
ア
カ
デ
ミ
ー
魚
貝
)
に
よ
っ
て
塊
奏
さ
れ
'
全
昏
衆

の
f
j
同
を
え

て
設
立
さ
れ
た
｡

新
協
骨
の
役
員
と
し
て
'
曹
長
に
は

エ
ヌ
･
+(
-

･
チ
チ
ソ
'
副
骨
長
に
は

ト
ル
ク
メ
ン
大
草
総
長
.へ
I
･
ア
ジ
-
モ
ア
ほ
か
十

1
名
が
選
ば
れ
た
.



報

人
骨
を
組
統
す
る
と
と
も
忙
'
理
事
と
し
て
協
食

の

牙
行
香
見
骨
を
暫
定
的
に

一
九
五
八
年
末
ま
で
構
成

l

｢
日
印
文
化
協
曾
｣
設
立
の
経
過

近
年
衆
へ
東
京

忙
於

い
て
イ

ン
ド
忙
陶
す
る
展
撃

な
研
究
グ

ル
ー
ブ

が清
頑
な
活
動
を
続
け
て
き
た
が
'

そ
れ
ら
相
互

の
連
絡
を
は
か
り
､
わ
が
固
忙
お
け
る

イ
ン
ド
研
究
を
さ
ら
忙
促
進
す
る
と
と
も

に
､
イ

ン

ド

文
化
を
わ
が
閣
忙
箱
介
す
る
横
細

の
必
要
が
痛
感

さ
れ
た
｡
し
か
し
へ

こ
の
こ
と
は
言
う
は
易
-
行
う

は
誠
に
至
難
で
'
な
か
な
か
忙
女
現
の
並
び
に
至
ら

な
か
っ
た
｡
昨
年
十
二
月
､
東
京
大
草
数
枚
中
村
元

博
士
と
東
京
外
開
館
大
草
助
教
授
土
井
久
弼
氏
K
､

駐
日
イ

ン
ド
大
使
館
情
報
部
長
ブ

シ
ュ
.ハ
･
ダ

ス
氏

よ
り
呼

び
かけ
が
あ
り
､
同
二
十

一
日
牛
後
ブ

シ
ュ

.ハ
･
ダ

ス
氏
官
邸
忙
前
述

の
両
氏
の
ほ
か
忙
完
投
雑
､

倉
本
裕
､

田
中
於

蒐欄
の
三
氏
と
在
日
イ

ン
ド
人
代

表
と
し
て
ナ
ラ
イ

ン
､
ザ

ペ
ソ
の
二
氏
が
集
ま
り
'

具
健
的
な
相
談
を
し
た
の
が
､
わ
れ
わ
れ
の
日
印
文

化
協
骨

の
弟

1
歩
で
あ
る
.
そ
の
席
上
､
骨

の
名
稀

を

｢
日
印
文
化
協

骨
L
U
a
p
a
n
･ln
d
ia
S
o
c
ie
ty
)

と
し
'
亜
起
人
と
し
て
名
を
連
ね

る
べき
人
を々
選

び
､
さ
ら
に
迎
昏
忙
つ
い
て
骨
則
秦
な
ど
を
韓
沸
し

た
.
同
二
十
八
日
へ
左
記
の
人
々
が
集
ま
り
'
費
起

&

#

す
る
こ
と
忙
し
た
｡

来

賓

大

草

助

教

授

東

海

大

畢

数

枚

印
度
銀
行
東
京
支
店
支
配
人

愛

知

大

単

数

授

ジ

ン

ダ

ギ

ー

生

鮮

日
本

ペ

ソ
･
ク
ラ

ブ

理
事

中

央

大

挙

教

授

東
京
外
国

語

大
草

助

教

授

東

寛

大

拳

教

授

全

日

本

沸

教

骨

埋

却

イ

ン
ド

共

同

泣

信

代

表

ア
ジ

ア
文
化

の
せ
常
任
理
事

荒

枚

堆

岩

本

裕

カ
プ

ラ
ー
ル

坂

本

徳

橡

tb

I(

>

高

見

順

田
中
於
蒐
禰

土

井

久

弼

中

村

元

中

山

理

々

ナ

ラ

イ

ン

山
本
千
枝
子

な
お
'

1
九
五
八
年

の
役
且
と
し
て
'
理
番
長
忙

中
村
元
氏
'
削
理
部
長
忙
田
中
於
蒐
瑚
氏
､
ナ
ラ

イ

ン
氏
'
庶
渉
僻
事
忙
土
井
久
欄
氏
､
財
薪
幹
事
忙
岩

本
裕
氏
が
選
ば
れ

た｡

本
年

1
月
六
日
､
希
二
同

の
理
事
骨
を
開
き
､
左

kTu
の
設
立
趣
意
番
を
作
成
､
理
事
と
し
て

東
京
大
草
訴
師
埋
草
博
士

塘
山
元
三
郎

前
ポ
ン
ペ
イ
組
領
布
林
不

二
郷

氏夫人

東
京

舞肌拳校
長

の
三
氏
を
加
え
る
こ
と
忙
決
定
し
た
｡
林

園

子

榊
原

蹄
逸

さ
ら
K
､
拳

界
文
集
界

の
方

々
忙
協
力
を
求
め
､
評
議
且
と
し
て

協
骨

の
敬
展
忙
操
助
を
鰹
節
す
る
こ
と
と
し
た
o

趣

意

啓

日
本
と
イ

ン
ド
の
爾
園
が
文
化
而
忙
お
い
て
も
緊

密
な
提
携
協

力
を
行
う
こ
と
は
'
ひ
と
り
両
国
民
の

切
願
で
あ
る
ば
か
り
で
な
-
'

ひ
ろ
-
滑
水
の
世
界

文
化

の
た
め
仁
も
丑
嬰
な
意
義

の
あ
る
課
題
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
｡

日
本
は
甘
衆
千
教
官
年
の
長
を
忙
わ
た
っ
て
偶
数

文
化
を
通
し
て
イ

ン
ド
文
化
を
横
取
し
'
素
数

の
み

な
ら
ず
日
常

生
清

の
蘇
づ
か
ね
緒
方
雨
粒
於

い
て
さ

え
も
そ
の
影
坪
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
､
ま
こ
と
忙

多
大
で
あ
り
ま
す
が
'
そ
の
跡
は
充
分
忙
自
発
き
れ

て
お
り
ま
せ
ん
.
ま
た
現
代
イ

ン
ド
に
鯛
し
て
は
'

欧
米
諸
国

の
文
他
忙
細
す
る
程
の
理
解
を
も

っ
て
お

り
ま
せ
ん
し
､
ま
た
日
本
人
の
現
代
イ

ン
ド
理
解
は

魂
念
な
が
ら
他
の
鰭
闘
民
の
そ
れ
よ
り

も
劣

っ
て
お

り
ま
す
.
他
方
､
イ

ン
ド
国
民
は
日
本
人
忙
封
す
る

尊
敬
と
親
愛
感
と
を

も
って
は
お
り
ま
す
が
､
日
本

を
知
ら
ざ
る
こ
と
甚
だ
し
-
'
日
本
忙
潮
す
る
乏
し

い
知
識
は
多
-
は
欧
米
陳
餌
を
艇
過
し
て
移
入
さ
れ

て
い
る
と

い
う
倍
な
い
発
情
で
あ
り
ま
す
.

こ
の
安

倍
を
見
る
忙
つ
け
て
も
､
わ
れ
わ
れ
は
適
切
な
文
化

交
流

の
行
わ
れ
る
こ
と
を
切
生
せ
ず
忙
は
い
ら
れ
ま

八

五



旬

報

せ
ん
｡
徒
衆
両
国
民

の
政
治
､
紐
済
而
忙
お
け
る
親
藩
交

歓
協
力

の
た
め
仁
は
､
大

い
忙
そ
の
活
動

の
見
る
べ

き
横
関
が
あ
り
ま
す
が
､
文
他
市
に
お
い
て
は
綜
合

的
忙
し
て
領
力
な
も
の
が
放
け
て
い
る
う
ら
み
が
あ

り
ま
す
｡
咋
軟
ネ
ー
ル
甘
粕
が
衆
口
さ
れ
ま
し
た
と

き
仁
も
､

こ
の
鮎
を
痛
感
さ
れ
'
席
開
後
イ

ン
ド
で

特
忙
そ
の
必

要
を
カ
記
さ
れ
ま
し
た
.

こ
の

よ
う
な

安
倍
を
薪
み
て
､

い
ま
こ
こ
忙
わ
が
外
務
省
と
イ

ン

ド
大
使
館
の

後
按

の
も
と
K
T
有
志
粕
は
か
り
新

た

忙
日
印
文
化
協
骨

(la
p
a
n
･(n
d
ia
S
o
c
ie
ty
)
を
設

立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

こ
の
協
骨

の
活
動
と
し
て
は
､
畢
衝
､
戦
術
､
宗

教
そ
の
地
文
他

の
緒
方
雨
に
わ
た
り
､
日
印
爾
国
文

他

の
交
流
と
相
互
理
解
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
が
'
特
忙
出
版
物
の
刊
行
'
定
期
的
な
許

演
骨
､
講
習
食

の
開
催
'
展
児
骨
､
映
載
せ
､
菅
栄

食
な
ど
忙
上
る

l
般
人

へ
の
イ

ン
ド
紹
介
､
人
物
交

流

の
促
進
援
助
な
ど
は
緊
要

の

こ
と
と
思

い
ま
す
｡

具
世
的
な
活
動
護
符
忙
つ
い
て
は
､
日
印
両
国
政

府
よ
り
補
助
金
の
下
附
そ
の
他
諸
硬

の
援
助
を
輿
え

ら
れ
'
特
に
在
日
イ

ン
ド
大
使
館
で
は
可
能
な
限
り

あ
ら
ゆ
る
便
宜
を
捉
供
す
る
と
の
好
意
的
な
申
出
を

き
れ
て
お
り
ま
す
o
し
か
し
､

こ
の
文
他
活
動
が
あ

ま
カ
-
簡
民
的
な
も
の
と
し
て
襲
展
す
る
た
め
に
は
'

ひ
ろ
-
緒
方
丙
の
御
指
導

と
御
後
援
を
必
要
と
い
た

し
ま
す

の
で
各
位

の
御
賛
同
を
得
た
-
存
じ
ま
す
｡

昭
和
三
十
三
年

一
月

日

軽

骨
式
を
イ

ン

ド共
和
国
宜
音
八
周
年
紀
念
日
で

あ

る

1
月
二
十
六

日
忙
容
行
す
る
の
が
澱
も
意
義
が

あ
る
の
で
､
そ
の
日

を
目
標
と
し
て
骨
則
案

の
作
成

そ
の
他
忙
努
力
を
重
ね
'

1
月
十

l
日
'
十
八
日
お

よ
び
二
十
五
日
の
三
岡

の
理
都
合
を
開
催
し
て
準
備

を
と
と
の
え
た
｡

二

諌
曾
式

日
印
文
化
協
食

の
凌
骨
式
は

一
月
二
十
六
日
午
後

二
時
か
ら
中
央
大
拳
骨
館
三
階
大
ホ
ー
ル
で
拳
行
き

れ
た
｡
駐
日

エ
ジ
プ
ト
大
使
を
は
じ
め
約
二
有
名
が

参
集
し
'
式
は
土
井
幹
串

の
司
令
で
開
か
れ
た
.
開

骨
式

の
氷
解
は
次

の
洩
り
で
あ
る
｡

.1
'
日
印
爾
駒
歌
斉
唱

1
､
理
事
長
挨
拶

1
､
外
渉
大
臣
硯
新

一
へ
駄
目
イ

ン
ド
大
使
税
鮮

一
､
各
鼎
代
表

硯
節

7
'
イ

ン
ド
稗
郎

八
六榊

原
沖
洲
草
枕
有
志

全
日
本
体
散
骨
骨
長

日
本
印
度
畢
併
数
拳
骨
理
事
長

1
､
イ

ン
ド
菅
栄

ミ
ス

一
､
イ

ン
ド
秤
流

入

高
階
瑞
仙
師

官
本
正
尊
氏

･
7
ル
テ
ィ

江

瑞

凪

ピ
ー
コ
ッ
ク

･
ダ

ン
ス

カ
タ

･
カ
リ

-

･
ダ

ン
ス

て
こ
プ

ー
リ
ー

･
ダ
ン

ス

Lrt
l
テ
ク

･
ナ

I
テ
ィ
ヤ
ム
･
ダ

ン
ス

シ
ケ

ツ
沖

の
釣
り
.

1
'
イ

ン
ド
文

化
映
婁

｢
カ
ジ

ュ
ラ
ー

ホ
｣

式
は
四
時
牛
忙
盛
況
裡

忙
終

っ
た
.

な
お
'

駐
日
イ

ソ
ド
大
使
チ
ャ
ン
ド
ラ

･
シ
ュ
ー

カ
ル
･
ジ

ャ
ー
氏

な
ら
び
忙
外
渉
大
臣
藤
山
愛

一
郎

氏
は
本
骨

の
名
辞
骨
長
た
る
こ
と
を
発
許
さ
れ
た
｡

三

そ
の
後
の
活
動

者

1
同
月
例
骨
は
二
月
二
十
日
忙
中
央
大
草
食
館

三
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
'
ジ

ャ
I
駐
日
イ

ン
ド

大
使

の

Tn
d
ia
a
n
d
U
n
ity
o
f
As
ia
.
と
越
す
る

離
演
が
あ

っ
た
o
適

評
は
早
稲
田
大
学
数
枚
松
本
兼

氏
o
参
甘
者
約
す
五
十
名
｡

弟
l
l同
月
例
骨
は
三
月
二
十
日
に
国
際
文
化
骨
館

で
開
か
れ
た
｡
文
他
使
節
と
し
て
衆
靭
す
る
イ

ン
ド

菅
栄
舞
純
囲
ラ
ヴ
ィ

･
シ
ャ
ン
カ
ル
氏

一
行
歓

迎
の

前
奏
曲
と
し
て
'
イ

ン
ド
の
青
紫

･
鉾
抑
忙
関
す
る

文
化
映
宜
を
上
映
し
た
.
参
骨

者
は
官
名
を
準

え
'

特
忙
駐
日
外
囲
公
館
且

の
参
骨
が
多
か
っ
た
｡

弗
三
周
月
例
骨
は
四
月
三
十
日
に
聾
者
で
あ
る
と

と
も
仁
政
冶
家
で
あ
る
ム
y
シ
氏
を
迎
え
て
'
国
際



文
化
各
館
で
開

い
た
｡
参
骨
者
は
約
す
名
で
あ

っ
た

が
､

ム
ン
シ
氏
の
訴
演
は
聴
衆

に
多
大

の
感
銘
を
輿

え
た
｡
越
は

｢
ア
ジ
ア
の

一
致
｣

弟
四
同
月
例
骨
絃
六
月
十
九
日
忙
国
際
文
化
食
餌

で
､
去
る
四
月
作
イ

ン
ド
政
府

の
好
意
K
よ
り

一
ケ

月
間
イ

ン
ド
の
各
地
を
波
布
し
た
紳
山

寺
氏

(
東
京

外
囲
館
大
草

ヒ
ソ
デ
ィ
幣
料
率
兼
)
の
許
を
捲

い
た
o

越
は
｢
イ

ン
ド
上
-
飾

っ
て
｣
.
外
忙
文
化
映
食
教
節
O

協
骨

の
ス
.へ
シ
ァ
ル
･
,"
-
テ
ィ
レ
グ
と
し
て
'

四
月
二
十
日
午
後
六
時
よ
り
早

相
田
大

草
大
股
講
堂

で
'
イ

ン
ド
普
輿

･
舞
的
鮒

の
公
演
を
主
催
し
た
｡

入
場
者
は

千
五

官
名
を
超
え
､
イ

ン
ド
帝
紫
と
舞
節

の
粋

忙
探
-
感
銘
し
､
日
印
文
化
の
交
流

､
わ
が
闘

民
の
イ

ン
ド
文
化
の
理
解

忙
大
き
-
貢
赦
し
た
｡
樽

K
t
カ

7
7
-

･
ラ
ク
シ
ユ
マ
ン
般

忙
上
る
バ
ー
ラ

グ

･
ナ
-
テ
ィ

ヤ
ム
の
ム
ド
ラ
ー
の
焚
咲
､
ダ

マ
ヤ

ン
テ
ィ
ー

･
ジ

ョ
ー
シ
ー
舷
忙
上

る
カ
タ
ッ
ク

･
ダ

ン
ス
の
ム
ド
ラ
ー
の
安
演

は
好
評
で
､
趣
め
て
有
斎

義

で
あ

っ
た
｡

つ
い
で
､
四
月
二
十
九
日
牛
後
四
時
か
ら
東
京
都

港
値
麻
布
庚
尾
町
の
奥
村
網
堆
氏
(
日
興
覆
穿
社
長
)

部
に
て
'
イ

ン
ド
普
発
揮
節
閥

の
迭

別

の
ガ

ー
デ

ン
･
.ハ
ー
テ

ィ
を
ア
ジ
ア
文
化
の
骨
と
共
同
で
催

し

た

｡

一
行

の
ほ
か
忙
イ

ン
ド
大
使
館
そ
の
他
各
方
両

の
人
々
約
五
十
名

が参
合
し
､
名
東
リ
を
惜
し
ん
で

官

報

交
軟
の
か
ぎ
り
を
つ
-
し
た
｡

四

D]
印
文
化
協
甘
食
則

(
検
挙
)

解

一
章

組

別

解

一
棟

木
骨
は
日
印

文

化
協

食

(Japan
･lndia

S
o
c
ie
ty
)
と
稗
す
る
｡

弟

二
倹

本
骨

の
串
番
所
は
東
京
都
内

忙澄
-
も
の

と
し
､
常
分

の
間
東
京
都
丸

の
内
'
内
外
ビ

ル
五

一
五
淡
室
忙
置
-
.

啓
二
寒

月
的
お
よ
び
萌
黄

弟
三
保

本
骨
は
日
本
'
イ

ン
ド
嗣
開
聞

の
鶴
巻
友

好
お
よ
び
協
力

の
増
進
を
周
り
､
互

い
に
他
の
美

術
､
文
拳
､
文
化
'
短
所
革

の
知
識
と
理
解
を
拝

め
'
頗

い
意
味

忙
お
け
る
文
化

の
交
淡
と
協
力
忙

寄
輿
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

紫
四
休

本
食
は
前
俵

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

忙

左
把
の
都
井
を
行
う
.

H

日
本
忙
お
け
る
イ

ン
ド
拳
研
究

の
奨
励

2

イ

ン
ド
に
鰯
す
る
地
番
へ
静
丈
､
雄
藩
等

の

閲
覚
室
お

よび
固
蕃
館

の
設
置

JiL
T

イ

ン
ド
拳
に
関
す
る
価
春
､
露
文
へ
雑
誌
お

よ
び
そ

の
他
の
研
究
資
料

の
牧
集
整
理

㈱

イ

ン
ド
文
化
に
関
す
る
囲
藩
､
静
文
､
繊
細

駈

･
骨
報

の
刊

行

的

イ

ン
ド
文
化
忙
関
す
る
研
究
骨
､
訪
涙
骨
へ

詐
習
骨
へ
映
渡

せ､
舞
的
輯
刺
せ
､
展
示
骨
専

の
開
偶

的

日
本
人
の
た
め
の
イ

ン
ド
蘭
官
幣

の
講
習
骨

お
よ
び
在
日
イ

ン
ド
人
の
た
め
の
日
本
階
誠
習

食

の
開
催

㈲

イ

/
ド
忙
封
す
る
日
本
文
化
の
軸
介

困

イ
ン

ド
忙
向

い
叫
蚤
す
る
日
本
人
畢
生
､
ま

た
は
日
本
忙
儲
畢
す
る
イ

ン
ド
人
畢
生
忙
封
す

る
便
益
の

供輿

叫

衆
訪
す
る
著
名
な
イ

ン
ド
人
へ
文
化
使
節
脚

お
よ
び
そ
の
他
の
侠
酢
蛸
忙
封
す
る
歓
迎
軒
､

陀
老
骨
鬼
等

の
開
催

尚

イ

ン
ド
忙
射
し
文
他
使
節
朗
'
研
究
放
行
蛸

の
派
遣
お

上び
イ

ン
ド
よ
り
同
種
使
節
楓

の
箱

船

臼

イ

ン
ド

へ
の
､
ま
た
は
イ
ン

ド
上
り
の
漉
行

者

忙
封
す
る
促
従

の
供
典

臼

日
本
人
お
よ
び
在
日
イ

ン
ド
人

の
た
め
の
映

発
設
備

お
よ
び
社
交
横
骨

の
捉
供

臼

日
本
お
よ
び
イ

ン
ド
忙
お
け
る
同
税
脱
髄
と

の
協
力

向

そ
の
他
前
嬢

の
目
的
を
連
成
す
る
た
め
忙
必

要
な
る
串
菜

解
三
寒

骨

見

解
五
味

本
骨

の
令
兄
忙
な
ろ
う

と
す
る
個
人
ま
た

は
幽
健
は
次

の
手
続
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

八

七



骨

報

r

本
骨

の
目
的
に
賛
同
し

jI

所
定

の
人
骨
申
込
番

で
申
込
み

日

本
骨
骨
q
二
名

の
推
鹿
を
得
て
現
帯
食
の

東

謎
を
受
け

拘

所
定

の
せ
教
を
納
め
る
｡

飾
六
俵

骨
且
た
る
図
位
は
そ
の
代
表
者
を
指
定
し

て
本
骨

の
都
井
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

葬
七
催

せ
且
を
分

っ
て
左
の
二
様
と
す
る
O

H

維
持
食
月

食
戟
年
額
五
千
m
を
納
め
る
者

ま
た
は
閲
牌

Z

普
漉
せ
見

せ
北
年
額
六
首
凹
を
納
め
る
者
､

但
し
畢
生
の
せ
非
は
牛
額
と
す
る
0

解
八
壊

せ
且

の
姿
は
食
費
を
支
排
う
こ
と
な
-
令

息
と
同
株
に

取
敬
わ
れ
る
｡
但
し
投
mf
に
は
参
加

し
な
い
｡

努
九
煉

本
骨

の
令
兄
は
骨
則
､
骨
盤
細
則
な
ら
び

忙
井
行
秦
月
食

の
決
定
忙
従
う
も
の
と
す
る
｡

発
十
偉

左
記
各
旗

の

i
忙
該
首
す
る
者
ま
た
は
圃

位
は
骨
月
た
る
の
教
格

を失
う
｡

r

曾
我

を
支
排
わ
ざ
る
も
の

2

着
勅
を
似
て
収
骨
眉
を
提
出
し
た
る
も
の

iL7g

死
亡

榊

貫
け
香
月
食
に
お
い
て
本
骨

の
利
鑑
に
反
す

る
行
薦
あ
り
と
認
め
ら
れ
離
骨
を
鋤
骨
き
れ
た

る
も
の

投

稿

規

定

1
､
骨
負
は
本
誌

に投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

二
､
併
科

の
抹
香

総編
集
蜜
月

の
剣
噺
忙
従
う
｡

三
㌧
紙
両
の
都
合
K
よ
り
編
集
零
点
忙
お
い
て
カ

ッ
ト
ま
た
は
腰
続
を
要
求
す
る
こ

と
が
あ
る
.

印
刷
上
の
髄
鼓
に
つ
い
て
は
編
集
香
且
忙

1
任

す
る
こ
と
を
偉
件
と
す
る
｡

四
'
稿
料
は
原
則
と
し
て
梯
わ
な

い
｡

五
'
原
稿

の
枚
数
､
論
文
は
g
I音
字
琵
原
稿
用
耗

三
〇
枚
以
内
､
尊
称

･
粕
介
は
二
〇
枚
以
内
と

す

る
｡

六
､
軟
刷
は
論
文
､
蕃
評
､
紹
介
忙
つ
い
て
壮
二

〇
部
ま
で
を
無
料
で
量
す
る
｡

七

'
原
稿
は
空

風
都
千
代
円
筒
丸
ノ
内
､
内
外
ビ

ル
五

1
五
壊
室
'
日
印
文
化
協
食
宛
迭
付
さ
れ

た
い
｡

編

集

後

記

編
集
委
員

(
五
十
音
'g
)

荒

松

堆

岩

本

裕

坂

本

徳

政

ザ

ペ

ソ

田
中
於
尭
瑚

土

井

久

摘

中

村

元

ナ

ラ

イ

ン

○
わ
れ
わ
れ
の
協
食
が
機
槻
誌
を
も
つ
と
い
う
こ
と

は
'
設
立
常
勤
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
が
､

こ
こ
に

漸
-
そ
の
弟

一
旗
を
婆
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
上
う

に
な

っ
た
｡

○
内
容
は
種

々
パ
ラ
イ

エ
テ
ィ
忙
宵
ん
だ
も
の
と
す

る
こ
と
忙
軸
潰
し
た
.
特
忙
'
村
山
氏
の
給
文
の
ご

と
き
へ

い
ま
ま
で
に
何
人
も
企
て
な
か
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
'
種

々
の
意
味
で
仮
借
高
-
.
.意
裁
決

い
も

の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
｡

○
本
誌
は
純
粋

の
畢
術
雑
誌
で
は
な
い
｡

い
わ
ば
,

イ
ン
ド
に
関
す
る
綜
合
雑
箆
で
あ

っ
て
､
わ
が
窮
民

の
イ

ン
ド
文
化
忙
封
す
る
理
解
を
促
逝
す
る
と
と
も

忙
､
わ

が
闘
忙

放
け
る
イ

ン
ド
研
究
忙
寄
輿
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
し
､

こ
の
こ
と
紘

な
か
な
か
K
囚
新
で
あ
る
.
弗

一
旗
が
こ
の
日
的
に

油

い
え
た
か
'
端
的
な
批
判
が
望
ま
し

い
.
琴

壷

以
下
K
は
､
座
談
骨

･
合
評
骨

の
記
都
あ
る
い
は
講

座
な

どを
禍
戟
し
て
､
さ
ら
忙
バ
ラ
イ
エ
テ
ィ
忙
富

む
も
の
忙
し
た
い
｡

○
な
お
､
英
文

の
横
賄
紙
を
関
西
日
印
文
化
協
骨
と

共
同
編
集

で
本
年
中
に
輩
行
の
竣
定
で
あ
る
.
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i
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受

贈

圏

書

○
今
浄
慈
海
部

穴
朋
詐
取

焚
文
典成
田
山
新
聯
専
守
行

者
者

の
三
十
億
年
に
わ
た
る
菅
辛

の
結

晶

で

あ

る

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
冊
文
典
で
懇
切
町
婆
を
き
わ
め
'

初
畢
着
用
と
し

て
'

こ
れ
忙
ま
き
る
文
法
啓
は
甘
今

東
丙
を
池
じ
て
存
在
し
な

い
｡
A
4
版
六
六
二
貫

の

大
冊
と
同
じ
-

1
二

1
貫

の
別
筋
か
ら
成
る
O
ま
ず

｢
繍
論
｣

忙
於

い
て
､
サ
ン
ス
ク
リ
ッ･
ト
前
史
'
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
幣
史
が
詳
述
さ
れ
､
爽
忙

｢
本
静
｣

は

把
並
文
港
の
粋
を
あ
つ
め
て
'
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト

語

の
複
雑
な
舘
法
則
が

T
日
瞭
顔
骨
砕
き
れ
る
よ
う

忙
記
述
さ
れ
て
い
る
.
合
成
詞
'
文
章
給

に
つ
い
て

詳
述
さ
れ
て
い
る
の
は
誠
に
者
ば
し

い
｡
別
妙
は
蓮

華
'
曲
用
､
活
用
の
絵
盟
で
'
極
め
て
便
利
で
あ
る
O

O
金
倉
慨
照
濯

倍
-

へ
の
道

中
鮮
卑
鞘
店
帝
行

七
せ
絶
後
牛

の
俳
教
詩
人

シ
ャ
ー
ソ
テ
ィ
デ
ー
ゲ

丁
の

『
ポ
ー
デ
ィ
チ
ャ
ル
ヤ
ー
〆
ク
ー

ラ
』

の
邦
課

で
'
滞
文
は
平
明
で
'
著
者

の
深
刻
な
罪
昔
意
誰
と

熱
烈
な
博
愛
棉
榊
が
美
し
-
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
｡

俳
典

の
テ
キ
ス
ト
が
榊
課
さ
れ
る
こ
と
な
-
'
研
究

の
み
さ
れ
て
い
る
わ
が
イ

ン
ド
畢
界
仁
､

こ
の
よ
う

な
常
が
砺
拳
に
上
っ
て
資
愛
さ
れ
た
意
適
は
大
き

い

と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

○
中

村

元
著

程
合

望
lln糞

必
款
鼓
奇
行

｢
生
き
る
倫
理
｣
と
い
う
別
週
が
つ
い
て
い
る
｡

ま
こ
と
に
'
そ
の
名
忙
ふ
さ
わ
し
-
'
人
間

の
生
活

忙
印
し
て
､
梓
令

の
育
英
を
や
さ
し
-
紹
介
す
る
O

わ
が
畢
界

･
讃
審
界
に
骨

忙
新
風
を
吹
き
こ
ん
で
や

ま
な

い
著
者
が
'
鼓

忙
一
陣

の
旋
風
を
ま
き
起
し
た

と
み
る
べ
き
好
者
o

O
山
口
益

･
佐

々
木
数
倍
習

イ

ン
ド
文
化
史

平
安
等
容
店
奇
行

今
世
紀
前
半
忙
於
け
る
フ
ラ

ン
ス
印
度
拳

の
最
高

梯
威
で
あ

っ
た
シ
ル
ゲ

ァ
ソ
･
レ
グ
ィ
の

『
文
化
的

凌
者
と
し

て

の
イ

ン
ド
』
L
J
n
d
e

c
iv
l)is
a
tr-c
c

(
1
9
3
8
)
の
前
年

の
邦
常
で
あ
る
｡
原

著
は
硫
単
が
生

涯
の
紐
帯
を
傾
け
て
の
静
滋
で
難
解
と
さ
れ
る
が
､

本
常
態
は
ま
こ
と
忙
平
明
で
あ
り
､
ま
た
証
が
き
わ

め
て
詳
細
で
'
演
者
忙
親
切
で
あ
る
O
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醐

ア
ポ

ロ
ン

創刊
号
特
集

タ
ゴ
ー
ル

第
二

号
<
月
一
日
発
行

世界平和へ
の
道

-

I

ア

ジアの統
1
と
イ

ンド
･･･-

わ

が

回

想
･

A
5

一九
二貢

定
価

一八
〇
円

‥
ラ
ダ
ク

リ
シ

ュ
ナ

ノ

-

C
･
S
･

ジ
ャ

ー

普
遍
的
宗

教
を
は
じ

めた
人
々
-
･

イ

ン
ド

の

踊
り

･…

『
ギ
ー
ク

ー
シ
ジ
ヤ

リ
』よ
り
-
-
I

院

想

集

-

-

印

度

の

詩

歌

-

･

金
貨
(
セ
イ
ロ
ン
の
民

話に
よ
る
劇
)

‥
タ

ブ

･中

村

‥
片

山

･
渡

辺

オ
ー

P

‥
山

富

-
サ

ヲ
ス
チ
ャ

ト

IPiZl
元

敏

彦

照

宏

ビ

ンド允
ン‥ト
ラ

K
R
ク
リ
パ
ラ

ニ
ー

森
本
達
雄
訳

ガ

ン
ジ

ー

･
タ

ゴ

ー

ル

ヲ
ダ
ク
リ
シ
ュ
ナ

ン
森
本

達雄
訳

‥
ネ
ー

ル

B
6
上
製

二
五
〇
円

･｣
往

が

平

山
童
静
作

品集

遅

刻
抄

nH兼
リ'カ

東
京
都
上
島
区
目
白
町

≡
′
三
五
五
九

振

替

東

京

九

七
七
二
〇

番

近

刊

B
6
変
形

二
五
〇

円

ア
ポ

ロ
ン

社

監
修

津
田
左
右
吉

事
井
伯
寿

和
辻
哲
郎

編
妹

中
村

元

亀
井
勝

一
郎

勝
部
員
長

東

洋

穎

講

蟹

喜

巻節
東
洋
の
歴
史

･
地
理
を
背
景
と
し
て

思
想
の
種

々
相
に
解
剖
の
メ
ス
を
加

え
'
西
洋
思
想
と
の
比
較

あ
る
い
は
対
決
に
も
十
分
意
を
用
い
て
鰐
雄
さ

れ
て
い
る
｡
そ
れ
に
よ
っ
て
凍
洋
思
想
の
特
色
は

1
嗣
あ
き
ら
か
と
な
り

ま
た
若
い
世
代
に
と

っ
て
は
絶
好
の
知
的
訓
練
の
場

とな
る
｡
文
洋
の
あ

ら
ゆ
る
改
題
を

特
に
日
本
の
実
状
に
即
し
な
が
ら
説
い
て
あ
る
｡
現
世
代

は
む
ろ
ん
将
来
の
日
本
を
背
久
-
若
い
世
代
の
必
説
を
乞
-
｡

東
洋
の新
J
l

地
図
去

洋

の

ほ機会.
諜
叫

l
東
洋
の
新
し
い
地
図

桝
朗
報

統
計
･
〆
ラ
フ
･
岡
安
に
よ
っ
て
称
美
を
悦

明
し
た

こ
東

洋

の

風
土
と
文
化

小

竹

文

夫

二
大
陸
と
島
国

石
田
幹
之
助

E)
ロ
シ
ャ
は
西
洋
か
東
洋
か

勝
田
書
太
郎

五
新
し
い
東
洋
の
間
蔭
は
何
か

1
ヨ
ー
ロ
ツ
.ハ
近
代
と

の
政
治
的
対
決

術

藤

林

書

2
ア
ジ

ア
の
新
し
い
可
能
性

荒
正
人

3
日
本
人
の
東
洋
認
識

の
性
格

4
二
つ
の
世
界
の
対
立

に
お
け
る
東
洋

大

形

孝

平

坂

本

徳

松

5
薫
鐙

相
賀

錆

渡

辺
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